
広報紙をスマホなどで
閲覧できます

コチラから
回答できます
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ー表紙の写真についてー

　12 月 17 日に倶知安幼稚園で行われた、お餅つきからの

一枚です。子どもたちは交代で、元気いっぱい楽しそうに

お餅をつき、できたお餅を笑顔でおいしそうに食べていま

した。

まちの 題●話

　11 月 12 日、観光振興のために使用してほし

いと札幌市在住、倶知安町出身の橘俊一氏から

町に対して寄付があり、文字町長から感謝状が

贈られました。

生まれ育った故郷に感謝

　12 月 12 日、百年の森公園で「はたらく馬が

百年の森にやってくる」が開催され、参加した

子どもたちは、自然の中で、大きな馬との綱引

きや馬ソリ体験を楽しみました。

はたらく馬のパワーを体感

無事故を願い　安全の鐘鳴らす
　12 月 4 日、倶知安町スキーパトロール赤十

字奉仕団が、町内ホテルで「創立 50 周年記念

式典」を開催。また、今シーズンの無事故を願

い、関係者らが安全祈願を行いました。

　11 月 29 日、倶知安青年会議所の「JC 文庫事

業」による図書カードの寄贈があり、教育委員

会から感謝状が贈られました。いただいた図書

カードは、絵本館の図書充実に活用されます。

本や児童書を子どもたちへ

　11 月 17 日、地域貢献事業として倶知安小学

校の遊具や防護ネットなどの整備を行った武ダ

技研創株式会社に対して、教育委員会から感謝

状が贈呈されました。

子どもたちの安全のために

　12 月 11 日、小川原脩記念美術館でミュージ

アム・コンサート「岡本孝慈・恵里サロンコン

サート」が開催され、二人が奏でる素敵なピア

ノ演奏が、多くの来館者を楽しませました。

夫婦が奏でる　息の合った演奏



倶知安町議会議長 倶知安町長

盛　多　勝　美 文　字　一　志

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代

表
し
て
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
多
く
の
困
難
と
制
約
を
も
た

ら
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
浸
透
や
新
薬
開
発
な

ど
、
明
る
い
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
収

束
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

を
4
カ
月
遅
れ
で
開
催
し
、
11
月
に
は
「
倶
知

安
町
１
３
０
年
記
念
式
典
」を
挙
行
す
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
す
べ
く
努
力
し
て
き

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
」「
お
た
が
い
さ
ま
」
と
声
を

掛
け
あ
い
、
力
を
合
わ
せ
続
け
た
２
０
２
１
年

で
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
感
染
拡
大
防
止
対
策

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
応
を
優
先
し
な
が
ら
も
、
ま
ち
づ

く
り
に
足
踏
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
新
幹

線
札
幌
延
伸
・
倶
知
安
駅
開
業
ま
で
10
年
を
切

り
、
町
全
体
を
め
ぐ
る
景
観
や
駅
周
辺
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
住
民
と
の
議
論
を
活
発
に
展

開
し
て
き
ま
し
た
。「
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が

る
」
を
繰
り
返
し
、
ま
ち
の
夢
と
希
望
を
両
手

－3－

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
て
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
、
持
続
化
支
援
金

な
ど
各
種
支
援
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
議
員
一
同
、
コ
ロ
ナ
の

な
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、議
会
活
動
に
努
め
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
供
用
を
開
始
し
た
新
庁
舎
３
階

に
あ
る
議
場
も
、
以
前
よ
り
傍
聴
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
新
年
が
倶
知
安
町
に
と
っ

て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
に
な
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

に
抱
え
次
の
世
代
や
さ
ら
に
先
の
世
代
へ
引
き

継
ぐ
た
め
、大
切
な
取
り
組
み
が
進
行
中
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
始
め
た
町
内
ス
キ
ー
場
の

「
小
中
学
生
シ
ー
ズ
ン
券
」
を
希
望
者
に
無
料

配
布
す
る
事
業
は
、
昨
冬
に
続
け
て
実
施
し
ま

す
。
世
界
が
憧
れ
る
「
ニ
セ
コ
」
で
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
思
い
き
り
楽
し
む
、
く
っ

ち
ゃ
ん
子
の
特
権
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
全
国
に
も
珍
し
い
「
ス

キ
ー
の
町
宣
言
」
50
年
の
節
目
。
昨
年
の
町

1
3
0
年
に
続
き
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
向
か

い
ま
す
。
私
た
ち
が
引
き
継
い
だ
開
拓
者
や
先

人
の
魂
を
新
た
な
年
に
吹
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
せ
な
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
しんかわ

川蒼
そういちろう

一郎く ん
[2010（平成 22）年生 ]

三
み し ま

島 和
か ず お

夫 さ ん
[1938（昭和 13）年生 ]

　

辻
さ
ん
は
町
内
の
高
校
を
卒

業
し
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
羊

蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
倶
知
安
消

防
署
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
。

　
「
昨
年
は
後
輩
に
仕
事
を
教

え
る
場
面
が
増
え
、
立
場
の
変

化
と
と
も
に
意
識
も
変
わ
り
、

自
分
自
身
も
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　

現
在
、
山
岳
救
助
隊
の
育
成

隊
員
と
し
て
訓
練
に
励
ん
で
い

る
辻
さ
ん
、
今
後
も
努
力
を
重

ね
、
過
酷
な
現
場
で
人
命
を
救

う
消
防
職
員
を
目
指
し
た
い
と

　

美
し
い
花
が
町
内
外
か
ら
訪

れ
る
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
る

『
三
島
さ
ん
ち
の
芝
桜
』。
そ
の

手
入
れ
を
一
人
で
行
う
三
島
さ

ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が

減
る
近
年
を
寂
し
い
と
嘆
く
。

　
「
訪
れ
た
人
と
の
交
流
で
は
、

い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
や
海
外
か
ら

辻
つじ

優
ゆ う ま

真 さ ん
[1998（平成 10）年生 ]

目
標
を
語
る
。

　

4
年
目
と
な
る
今
年
は
、
先

輩
や
仲
間
に
信
頼
さ
れ
る
職
員

を
目
指
し
た
い
と
話
す
。

　
「
救
急
救
命
士
と
し
て
は
、

ま
だ
現
場
に
立
て
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
は
仲
間
を
支
え
な
が
ら

経
験
を
積
み
、
努
力
を
続
け
た

い
で
す
」

来
る
人
も
多
く
、
以
前
の
よ
う

に
多
く
の
人
が
来
て
く
れ
る
日

が
待
ち
遠
し
い
で
す
」

　

三
島
さ
ん
が
芝
桜
を
植
え
始

め
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
20
年
が

た
つ
、
今
後
も
こ
の
景
色
を
楽

し
み
に
す
る
人
が
い
る
限
り
、

一
生
懸
命
手
入
れ
を
し
て
い
き

た
い
と
話
す
。

　
「
大
好
き
な
芝
桜
の
手
入
れ

を
し
て
い
る
今
が
、
人
生
で
一

番
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
を

訪
れ
た
人
た
ち
に
、
花
を
通
じ

て
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」

　

町
の
ア
ル
ペ
ン
少
年
団
に
所

属
す
る
新
川
く
ん
、
昨
シ
ー
ズ

ン
は
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り
の

活
動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
小

学
校
最
後
の
年
と
な
る
今
シ
ー

ズ
ン
は
、「
さ
ら
に
技
術
を
磨

き
、
大
会
で
優
勝
し
た
い
」
と

目
標
を
語
る
。

　

新
川
く
ん
は
2
歳
の
と
き
に

ス
キ
ー
を
始
め
、
小
学
1
年
生

で
ア
ル
ペ
ン
少
年
団
に
入
団
し

た
。
今
年
は
６
年
生
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

下
級
生
に
教
え
て
あ
げ
た
い
と

い
う
。

経験を生かして下級生のお手本に
　

２
０
２
１
年
を
振
り
返
り
、

修
学
旅
行
が
思
い
出
に
残
っ
て

い
る
と
い
う
新
川
く
ん
、
中
学

生
に
な
る
今
年
の
目
標
に
つ
い

て
、「
勉
強
も
部
活
動
も
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
頑
張
り
た
い
」

と
笑
顔
で
話
す
。

誰からも信頼される消防職員に

花を通じて笑顔になってほしい

新年 抱 負 寅年生まれの皆さんに
聞きましたの

● 自 治 功 労 賞 … 町の自治振興に尽力し、もしくは貢献し、または多年職務に精進し、その功績が顕著な方
● 産 業 功 労 賞 … 町の産業の振興に尽力し、または貢献し、多年職務に精進し、その功績が顕著な方
● 教育文化功労賞 … 町の教育・文化・体育などの振興に尽力し、もしくは貢献し、その功績が顕著な方
● 社 会 功 労 賞 … 町の社会福祉、民生安定等の振興に尽力し、または町の進展に貢献し、その功績が顕著な方
● 公 益 功 労 賞 … 町の公益に関する事業の推進に尽力し、もしくは貢献のあった方
● 被 顕 彰 者 … 叙勲または褒章の授与、政府各省大臣からの表彰を受けた方

被 顕 彰 者

藤
ふじた

田　義
よしお

雄さん
瑞宝双光章（防衛功労）

被 顕 彰 者

玉
たまおき

置　好
こうしょう

照さん
瑞宝双光章（更生保護功労）

公 益 功 労 賞

株式会社アイモバイル
町に 100 万円を寄付

寅寅年年

公 益 功 労 賞

株式会社中山組
町に 100 万円を寄付

令和3年度倶知安町功労賞

功績をたたえて

公 益 功 労 賞

荒
あらの

野　倫
みちひろ

弘さん
町に 300 万円を寄付

公 益 功 労 賞

橘
たちばな

　俊
しゅんいち

一さん
町に 100 万円を寄付

生生ままれれ

自 治 功 労 賞

作
さくい

井　繁
しげき

樹さん
平成 23 年より 10 年間にわた
り、町議会議員として、地方
自治の振興に貢献している。

自 治 功 労 賞

田
たなか

中　義
よしひと

人さん
平成 23 年より 10 年間にわた
り、町議会議員として、地方
自治の振興に貢献している。

教 育 文 化 功 労 賞

本
ほんま

間　栄
さかえ

さん
スキー連盟の主要役員として
精力的に運営に携わるととも
に、日本赤十字社雪上安全法
指導員のリーダーとして、連
盟およびスキーの充実発展に
多大な貢献をした。平成 7 年
からスポーツ協会理事を歴任
し、町のスポーツ振興と普及
に多大な貢献をした。

産 業 功 労 賞

川
かわばた

端　克
かつひこ

彦さん
倶知安商工会議所役員・議員
として 20 年以上尽力してい
る。青年会議所に入会後も精
力的に活動し、卒業後はライ
オンズクラブに入会。現在に
至るまで通算 22 年間、奉仕
活動を行っている。

社 会 功 労 賞

田
たむら

村　秋
あきお

夫さん
倶知安町共同募金委員会の募
金委員や評議員などを 20 年
にわたり務め、訪問ボラン
ティア活動にも長年従事し、
活動の拡大に尽力した。
また、交通・災害遺児の支援
や健全育成のため、倶知安町
社会福祉協議会に 50 万円を
寄付し、町の社会福祉の振興
に多大な貢献をした。

教 育 文 化 功 労 賞

千
ちさか

坂　昭
しょういち

一さん
昭和 51 年にバドミントン協
会に入会後、各種大会にお
いて主要役員として精力的に
運営に携わる。平成元年から
スポーツ協会の評議員を歴任
し、町のスポーツ振興と普及
に多大な貢献をした。

産 業 功 労 賞

三
みやけ

宅　幸
ゆきひこ

彦さん
平成 18 年に土地改良区理事
に就任以来、長きにわたり組
織の育成と運営の向上に貢献
した。強いリーダーシップと
豊富な経験をもって地域の適
正な農地保全や良好な景観維
持活動など農業振興に尽力し
他の模範になっている。

公 益 功 労 賞

一般財団法人
北海道信用金庫ひまわり財団

町に 100 万円を寄付

被 顕 彰 者

川
かわしま

島　圭
けいじ

司さん
瑞宝双光章（防衛功労）

被 顕 彰 者

阿
あ べ

部　和
かずのり

則さん
旭日小綬章（産業振興功労）
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
で

体
育
館
に
新
器
具
設
置

　

総
合
体
育
館
で
は
、
利
用
者
の
健
康

増
進
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
改
善
な

ど
の
た
め
に
、
独
立
行
政
法
人
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
「
令
和

3
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

(toto)

」
を
活
用
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
内
に
「
レ
ッ
グ
プ
レ
ス
／
カ
ー
フ

プ
レ
ス
」
１
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
㈯
、
俱
知
安
町
１
３
０
年

記
念
式
典
が
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
１
２
３

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

文
字
町
長
は
、「
１
３
０
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
、
今
後
も
こ

の
町
に
生
活
す
る
全
て
の
人
が
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
感
じ
、
夢
を
も
っ
て
住

み
続
け
ら
れ
る
『
ふ
る
さ
と
倶
知
安
』

を
つ
く
る
た
め
、
町
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

応
援
大
使
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
倶

知
安
町
応
援
大
使
オ
ン
ラ
イ
ン
選
手
交

流
会
が
11
月
30
日
㈫
、
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
２
０
２
１
年
の
俱
知

安
町
応
援
大
使
で
あ
る
伊
藤
大
海
選
手

の
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
の
ほ
か
、
伊
藤
選
手
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
伊
藤
選
手
へ
質
問

す
る
場
面
で
は
、
身
長
が
小
さ
い
こ
と

を
相
談
し
た
児
童
に
対
し
、「
自
分
も

身
体
が
大
き
い
ほ
う
で
は
な
い
が
、
そ

ん
な
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
。
あ
き
ら
め
ず
に
練
習
を
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
子
ど
も
た
ち
は
憧

れ
の
選
手
と
の
交
流
に
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

応
援
大
使
の
就
任
期
間
は
令
和
３
年

12
月
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
の
さ
ら
な

る
活
躍
を
祈
念

し
て
伊
藤
選
手

へ
エ
ー
ル
を
送

り
、
交
流
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

小
中
学
生
・
高
校
生
が
質
問

俱
知
安
町
子
ど
も
議
会
が
開
会

　

参
加
者
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

倶
知
安
町
青
少
年
問
題
協
議
会
・
倶
知

安
町
教
育
委
員
会
・
倶
知
安
町
青
少
年

育
成
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
倶
知

安
町
子
ど
も
議
会
」
が
、
11
月
23
日
㈫

に
役
場
3
階
議
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
町
内
の
小
中
学
校
・
高
校
か

ら
10
名
の
児
童
お
よ
び
生
徒
が
参
加

し
、「
子
ど
も
議
員
」
と
し
て
、
町
長

や
教
育
長
に
対
し
て
町
政
に
関
す
る
質

問
を
行
っ
た
ほ
か
、
議
会
の
進
行
を
担

う
議
長
や
事
務
局
長
の
役
も
倶
知
安
中

学
校
の
生
徒
が
務
め
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
は
質
問
か
ら
答
弁
ま
で

質問事項（一部抜粋）
タブレット端末の活用について
　コロナの再流行や休校に備えて、タブレット
端末を自宅でも使えるようにしてほしい。
森林や環境の保護について
　ホテルなどの建設が進む中、森林や環境を保
護する取り組みは行われているのか。
図書室や絵本館について
　図書室や絵本館の本を増やしてほしい。
学生の自習スペースについて
　集中して学習できる自習室のような施設がほ
しい。

▲伊藤選手に質問する児童

　

こ
の
助
成
金

は
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を

図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や

大
会
の
開
催
と

い
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進

に
関
す
る
取
り

組
み
や
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
な
ど
を
行

う
市
町
村
・
団

体
な
ど
に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
で
は
、
今
後
も
利
用
者

が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
に

　

ま
た
、
税
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
小
学
4
～
6
年
生
を

対
象
に
南
後
志
法
人
会
女
性
部
会
が
実

施
し
た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」の
表
彰
式
が
各
校
で
行
わ
れ
、

次
の
8
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

じ
ゃ
が
い
も
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

町
特
産
品
「
じ
ゃ
が
い
も
」
の
調
理

や
生
産
者
の
講
義
な
ど
を
通
じ
て
、
食

と
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ポ
テ
ト
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」（
主
催
：
立
命
館
大
学
・

立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
高
等
学
校
）
が

11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
に
北
陽
小
学
校

で
行
わ
れ
、
同
校
の
4
～
6
年
生
9
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

13
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
エ
ク
ア
ド

ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
生
産
者
か
ら

じ
ゃ
が
い
も
に
つ
い
て
学
び
、
町
内
生

産
者
と
の
対
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
は
、
児
童
と
立
命
館
の
学
生
・

生
徒
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
じ
ゃ
が
い
も

料
理
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施
し
、
児
童
が
数
種
類
の
じ
ゃ
が
い
も

と
具
材
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
び
、
自

分
だ
け
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
考
え
、
調
理
に

挑
戦
。
試
食
後
に
は
、「
じ
ゃ
が
い
も

の
種
類
に
よ
っ

て
味
が
違
っ

た
」
や
「
お
い

し
い
コ
ロ
ッ
ケ

が
作
れ
た
」
な

ど
の
感
想
を
全

体
に
向
け
て
発

表
し
ま
し
た
。

▲コロッケ作りを行う様子（11 月 14 日）

最優秀賞

藤原　愛
ま な み

実（倶小 6 年）
優秀賞

中島　愛
み ゆ

結（倶小 6 年）      松本　空
そら

（倶小 5 年）
ロジャーズ　亜

あ り

莉　シェー（西小樺山分校 5 年）
杉浦　瑠

ろ わ

羽（東小 5 年）
女性部会長賞

松谷　華
か れ ん

恋（東小 6 年）
税務署長賞

湯口　楓
かえで

（東小 4 年）
努力賞

千葉　美
み お

緒（倶小 5 年）

　

公
益
社
団
法
人
南
後
志
法
人
会
倶
知

安
地
区
会
か
ら
、
小
中
学
校
で
の
感
染

症
対
策
を
目
的
と

し
た
寄
付
が
あ

り
、11
月
24
日
㈬
、

村
井
教
育
長
か
ら

本
間
会
長
へ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

▲感謝状を受け取る本間英夫会長

①熊谷副町長による開式のことばで式

典が始まる / ②文字町長の式辞 / ③倶

知安中学校吹奏楽部による演奏が式典

に華を添える / ④ 2021 年俱知安町応

援大使の北海道日本ハムファイターズ

伊藤大海選手からお祝いのメッセージ

/ ⑤役場新庁舎建設に携わった事業者

へ町長から感謝状の贈呈 / ⑥くっちゃ

ん羊蹄太鼓保存会 鼓流 による圧巻の

演奏 / ⑦ 130 年記念映像で町の歴史を

振り返る

❶ ❷

❸

❹

❼❻

❺

町内のインフラについて
　路地に入ると車道と歩道の境界がないところ
があり危険。整備してほしい。
町内の街灯について
　街灯が少ない場所があり危険。改良の計画は
あるか。
総合体育館のユニバーサルデザインについて
　総合体育館のトイレを洋式化したらどうか。
　2 階観客席は車いすでの利用が難しいため、改
修を検討してほしい。

の
一
連
の
流

れ
を
体
験
す

る
こ
と
で
、

町
議
会
や
町

政
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し

た
。 町

の
歴
史
を
築
い
た
先
人
に
感
謝
し

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
「
ふ
る
さ
と
」
に



　

停
電
情
報
をLIN

E

で
お
知
ら
せ
す
る

ほ
か
、
停
電
・
設
備
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
を
チ
ャ
ッ
ト
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

問
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
倶
知
安

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
お
客
さ
ま

サ
ー
ビ
ス
課
（
平
日
9
～
17
時
）

　

や
病
気
な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
に
お
い

　

て
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

※
入
会
定
員
を
超
え
た
場
合
は
低
学
年

を
優
先
し
ま
す

■
申
込
方
法
／
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支

援
係
窓
口
へ
申
込
書
お
よ
び
勤
務
証
明

書
な
ど
を
添
え
て
提
出

※
書
類
は
こ
ど
も
支
援
係
窓
口
で
配

布
、
町
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
費
用
／
教
材
費
の
一
部
と
傷
害
保
険
代

　
（
年
間
1
人
2
千
円
）
を
利
用
決
定
後

に
支
払

※
行
事
な
ど
の
経
費
は
実
費
負
担
有

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

　

公
益
財
団
法
人
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、「
第
46
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ

ン
島
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
ヨ

ロ
ン
島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然

の
中
で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の

民
宿
で
の
共
同
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
野
外

活
動
を
通
し
て
、
助
け
合
い
の
心
や
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

■
期
間
／
3
月
27
日
㈰
～
4
月
2
日
㈯

　
（
6
泊
7
日
）

■
場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
定
員
／
90
名

■
対
象
／
小
学
2
～
6
年
生
（
令
和
4
年

2
月
現
在
）

■
申
込
期
限
／
3
月
7
日
㈪

■
参
加
費
／
新
千
歳
空
港
発
17
万
1
千
円

※
出
発
地
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す

☎
０
１
２
０
―
０
６
０
―
５
９
９

　

人
や
他
の
動
物
へ
の
危
害
防
止
の
た

め
、
野
犬
掃
討
（
放
た
れ
て
い
る
犬
も
対

象
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
6
日
㈭
～
3
月
31
日
㈭

愛
犬
が
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
な
ど
、
逃
げ
出
せ
る
環
境
で

犬
を
飼
育
し
な
い

②
散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
す
る

　

一
般
世
帯
向
け
（
家
族
向
け
）

・
白
樺
団
地
（
北
4
東
8
）

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

2
戸
（
2
号
棟
2
階
）

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
3
号
棟
2
階
）

■
募
集
期
間
／
1
月
7
日
㈮
～
21
日
㈮

応
募
に
は
必
要
書
類
、
所
得
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
０
９

　

町
で
は
、
共
働
き
家
庭
や
母
子
・
父
子

家
庭
な
ど
、
留
守
家
庭
の
小
学
生
を
対
象

に
、適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
入
会
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
と
お
り
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
方

も
改
め
て
申
込
が
必
要
で
す

■
受
付
期
間
／
1
月
17
日
㈪
～
2
月
14
日
㈪

■
開
設
場
所
／

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ

（
北
児
童
館　

北
5
西
2
）

げ
ん
き
っ
子
ク
ラ
ブ

（
倶
知
安
小
学
校　

南
3
東
3
）

風
の
子
ク
ラ
ブ

（
東
小
学
校　

北
4
東
9
）

お
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ

（
西
小
学
校　

南
6
西
3
）

■
対
象
児
童
お
よ
び
入
会
の
要
件
／
町
内

の
小
学
校
に
在
籍
し
、
保
護
者
が
仕
事

コ
東
急
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ
、
ニ
セ
コ
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
リ
ゾ
ー
ト

■
主
な
活
動
日
／
ス
キ
ー
場
の
活
動
期
間

　
（
12
月
中
旬
～
4
月
下
旬
の
休
日
お
よ

び
祝
祭
日
）

■
年
会
費
／
2
千
円

■
そ
の
他
／
入
会
後
に
救
急
法
、
雪
上
安

全
法
Ⅰ
・
Ⅱ
の
資
格
取
得
が
で
き
ま
す

問
倶
知
安
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉

　

仕
団
自
事
務
局
（
野
中
）

☎
０
９
０
―
１
９
３
０
―
２
０
６
８

　

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
国
有
林
の
役
割
や
現
状
な
ど
を
理

解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
国
民
の
幅
広

い
意
見
を
把
握
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経

営
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

4
・
5
年
度
の
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
48
名

■
依
頼
期
間
／
令
和
4
年
4
月
か
ら
令
和

6
年
3
月
ま
で
（
2
年
間
）

■
依
頼
内
容
／
国
有
林
や
森
林
・
林
業
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年
1
回
）、

現
地
見
学
会
へ
の
参
加
（
年
1
回
）

■
応
募
資
格
／
北
海
道
在
住
で
、
国
有
林

に
関
心
の
あ
る
満
18
歳
以
上
（
令
和
4

年
4
月
1
日
時
点
）
の
方

※
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地

方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公

務
員
、
林
野
庁
Ｏ
Ｂ
お
よ
び
森
林
・

林
業
担
当
の
自
治
体
職
員
は
除
く

　

事
業
の
詳
細
は
HP 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
／

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
―
６
８
２
５
―
３
１
３
０

　http://w
w

w
.kskk.or.jp

　

停
電
時
の
情
報
提
供
の
取
り
組
み
と
し

て
、LIN

E

や
AI
を
活
用
し
た
配
信
・
応

答
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
募
集
期
限
／
2
月
18
日
㈮
必
着

■
応
募
方
法
／
以
下
の
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別　

③
住

所　

④
郵
便
番
号　

⑤
年
齢　

⑥
職
業

⑦
電
話
番
号　

⑧
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

⑨
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か

け　

⑩
応
募
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

■
選
考
結
果
／
選
ば
れ
た
方
に
は
３
月
末

ま
で
に
依
頼
状
を
発
送

※
選
考
内
容
に
関
す
る
情
報
は
非
公
開
と

し
ま
す
。
会
議
・
見
学
会
の
旅
費
や
宿

泊
費
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
の
旅

費
規
程
に
基
づ
く
額
を
支
給
し
ま
す
が

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
は
無
報
酬
で
す

■
問
合
せ
・
応
募
先
／
北
海
道
森
林
管
理

局
企
画
課
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
１
１
―
６
２
２
―
５
２
２
８

０
１
１
―
６
２
２
―
５
１
９
４

h_kikaku@
m

aff.go.jp

自
衛
官
候
補
生
（
第
７
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
1
月
1
日
㈯
～
2
月
10
日

㈭
■
試
験
期
日
／
2
月
20
日
㈰
・
21
日
㈪

※
状
況
に
よ
り
変
更
の
可
能
性
有

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

古
谷　

和
之
☎
23
―
３
１
６
５

　

清
水　

礼
子
☎
22
―
０
０
７
５

　

名
畑　

由
美
☎
22
―
１
１
７
7

　

油
谷　

賢
次

☎
０
９
０
―
８
９
０
３
―
３
４
０
３

児
童
支
援
員　

若
干
名

■
応
募
資
格
／
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
、
保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許
有
資
格

者
・
児
童
関
連
業
務
の
従
事
経
験
者
尚
可

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
遊
び
を
通
じ
た
生
活
指
導

■
勤
務
時
間
／
平
日
は
10
時
～
18
時
ま
た

は
13
時
～
18
時
、
土
曜
・
長
期
休
暇
期

間
は
8
時
～
18
時
の
間
で
シ
フ
ト
制

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ

び
北
児
童
館

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
11
～
15
万
円
程
度
、

期
末
手
当
・
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information

－9－ －8－

募

集

FAX

【償却資産の申告を忘れずに】

　今年 1月 1日現在、町内で事業を営み、事業用償却資産

（事務機器、店舗用備品、各種機械、工具など）を所有し

ている方には固定資産税がかかります。必ず申告してくだ

さい。令和 4 年度償却資産申告案内は 12 月下旬に発送し

ています。該当資産がない場合でも申告書に記入の上、1

月 31 日㈪までに提出してください。

　申告用紙が届いていない方やご不明な点がある方は、お

手数ですがご連絡ください。

問税務課資産税係☎ 56 － 8004

　

通
勤
手
当
有

　

※「
倶
知
安
町
保
育
人
材
確
保
一
時
金
」

　
　

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
免
許
証
の
写

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

※
長
期
休
暇
期
間
や
支
援
員
の
休
暇
時
に

補
助
員
と
し
て
働
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
空
い
た
時
間
に
仕
事
が
し
た

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー

ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方

■
活
動
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
、
ニ
セ

URL

周

知

【給与支払報告書の提出期限は 1月 31 日】

　令和 3年中に給与・賃金（専従者給与を含む）を支払っ

た事業所・個人事業主は、受給者について年末調整をして

いるか否かに関わらず、給与支払報告書（総括表・個人明

細書）を作成し、1 月 31 日㈪までに提出しなければなり

ません。

○給与支払報告書は、受給者が今年１月１日現在（退職者

は退職時に）居住する市区町村あてに提出してください

○個人番号（マイナンバー）の記載をお願いします

○退職者分には退職日を忘れずにご記入ください

○個人事業主の方が提出する際は、事業主本人の身元確認

と個人番号確認が必要です（法人の場合は不要）

○提出の際は、住民税を特別徴収（給与から天引き）と普

通徴収を仕分け用紙で分けてください（様式は HP 掲載）

○令和 3年中に給与の支払いを受けた方が、退職、他の会

社で特別徴収をしているなど、その事業所で特別徴収が

できない場合のみ普通徴収として届け出ることとなりま

す。原則、役員・パート従業員なども特別徴収です

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

FAX

自
衛
官
候
補
生
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

野
犬
掃
討
を
実
施
し
ま
す

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉
仕
団
募
集

令
和
４
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込

LINE 登録

チャット

停
電
情
報
をLIN

E

・
チ
ャ
ッ
ト

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
46
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集



答
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎ 

56 

―
８
０
０
１

■
内
容
／
無
症
状
の
町
民
が
町
内
医
療
機

関
で
受
検
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
た
は
Ｔ

Ｒ
Ｃ
検
査
の
費
用
の
一
部
を
助
成

※
町
内
事
業
者
が
従
業
員
の
検
査
費
用

を
一
括
し
て
申
請
す
る
こ
と
も
可

■
対
象
期
間
／
令
和
3
年
5
月
1
日
か
ら

申
請
期
限
ま
で
に
受
検
し
た
も
の

■
助
成
額
／
検
査
費
用
か
ら
１
万
5
千
円

を
引
い
た
額
（
1
人
2
回
ま
で
）

■
申
請
期
限
／
3
月
31
日
㈭
必
着

※
詳
し
く
は
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
福
祉
医
療
課
保
健
医
療
室
国
保
医
療
係

☎
56
―
８
０
０
６

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士　齋藤　慎也
☎ 0135-61-4777

FAX 0135-61-4888

③
犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、

登
録
鑑
札
票
、
予
防
注
射
済
票
を
首
輪

に
つ
け
る

④
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
は
す
ぐ
役
場
に

連
絡
す
る

⑤
犬
が
戻
っ
た
時
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に

問
住
民
環
境
課
環
境
対
策
室
地
域
衛
生
係

☎
56
―
８
０
０
８

謹　賀　新　年
　本年も消費者活動を精一杯続けていき
ます。皆さまのご協力をお願いします。
遺伝子組み換え食品とゲノム編集食品は？
　ゲノム編集は、遺伝子操作という面で
は遺伝子組み換えと変わりませんが、未
完の技術であり、流通することに警鐘を
鳴らす有識者もいます。いずれにしても、
消費者の理解できないものが市場に出回
る一方で、安全な食品が高価であったり
するため、安全な食品が平等に国民の手
に届くよう、今後も情報を集めながら、
消費者協会の活動を行っていきます。
　町民の皆さまのご指導ご協力をお願い
し、年頭の言葉といたします。

倶知安消費者協会一同

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

－10－

謹
賀
新
年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
「
火
の
用
心
」
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

12
月
か
ら
3
月
ま
で
の
間
は
、
全
国
的

に
ス
ト
ー
ブ
を
出
火
原
因
と
す
る
火
災
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に

新
聞
や
雑
誌
、
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
置
い

た
り
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

就
寝
や
外
出
前
に
は
必
ず
消
す
。
い
つ

も
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
、
そ
の

油
断
が
火
災
に
繋
が
り
ま
す
。
適
切
な
使

用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
住
宅
用
火
災
報
知
機
の
定
期
的

な
点
検
・
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

令和 3 年 令和 2 年
人　身 23 件 21 件
物　損 409 件 445 件
死　者 3 名 0 名

11 月末までの
町内交通事故発生状況

令和 3 年 令和 2 年
火　災 4 件 6 件
救　急 638 件 693 件
救　助 48 件 32 件
その他 100 件 77 件

11 月末までの災害出動状況

人の動き　令和 3年 11月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

14,765 人

 7,536 人

 7,229 人

7,949 世帯

（前月比    -4）

（前月比    -7）

（前月比    +3）

（前月比    +1）

うち外国籍住民 662人（前月比 +7）

11
月
の
主
な
事
件

▽
盗
難
事
件
の
発
生

町
内
の
商
業
施
設
に
お
い
て
、
食
料
品

が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
盗
難
事
件
の
発
生

町
内
の
商
業
施
設
に
停
め
て
い
た
自
転

車
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
盗
難
事
件
の
発
生

町
内
の
商
業
施
設
に
お
い
て
、
ト
イ
レ

内
に
置
き
忘
れ
た
財
布
が
盗
ま
れ
る
事
件

が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
の
主
な
交
通
事
故

▽
4
日
、
駐
車
場
内
に
お
い
て
無
人
駐
車

中
に
対
す
る
衝
突
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

▽
19
日
、
道
道
に
お
い
て
、
車
両
同
士
の

追
突
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

－11－

冬
の
準
備
は
ど
う
で
す
か
？

▽
25
日
、
国
道
に
お
い

て
、
車
両
が
路
外
逸
脱

す
る
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　この地域では、「隣家の屋根からの落雪で被害が出たのでど

うにかしてほしい」とか、「隣家から『お宅の屋根からの落雪

で被害が出たので賠償しろ』と言われて困っている」という、

雪国特有の相談を受けることがあります。

　法律では、建物を利用・管理している人 (以下、占有者 )の

管理保存に問題があって近隣の建物に損害を与えたのであれ

ば、その損害について責任をとることになっています。

　では、占有者がいない場合はどうなるのでしょうか。この場

合は、建物の所有者が責任をとることになっています。

　民法は、以上のように占有者、さらには所有者に、故意・過

失を問題とせずに重い責任を課しています。ただ、占有者も所

有者もいない場合にはどうなるのでしょうか。

　一つには、以前の占有者が責任を負うことが考えられます。

建物の占有者や所有者が亡くなり、その相続人が相続放棄をし

た場合も、相続人は、法律で、他の人が管理を始めることがで

きるまで管理を継続しなければならないとされています。

　ただ、この管理は、一種の事務管理で、建物の価値の維持保

全が目的なので、周りの人に対する責任を根拠づけることはで

きないという考え方もあります。

　最後は少し難しい話になってしまいましたが、誰も利用・管

理していない建物の場合、その建物の屋根から雪が落ちたとし

ても、誰も責任を負う人がいないということもあり得るので、

そのような建物が近くにある人は気を付けてください。

■消費生活相談室（公民館 1 階団体室）
■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発
電

用
施
設
の
立
地
の
促
進
・
運
転
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・

周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整

備
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
倶
知
安
町
で
４
４
０
万
円

の
交
付
金
を
公
立
保
育
所
運
営
事
業
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
、
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ

く
ぬ
く
運
営
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

手
を
繋
ぎ　

返
還
願
う　

大
き
な
輪

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択
捉
島
、

国
後
島
、
色
丹
島
、
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
は

も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で

す
。

　

道
、
市
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
一

日
も
早
い
北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、

国
の
外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る
立
場
か

ら
、
2
月
7
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
を

中
心
に
、「
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期

間
」
を
定
め
、
一
層
強
力
に
啓
発
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

■
期
間
／
1
月
21
日
㈮
～
2
月
20
日
㈰

問
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
後
志
地
方
支

　

部
☎
22
―
０
２
１
６

２
０
２
２
年
も
南
児
童
館
で
遊
ぼ
う

　

1
月
と
言
え
ば
お
正
月
遊
び
。
そ
ん
な

昔
な
が
ら
の
正
月
遊
び
を
巨
大
化
さ
せ

ち
ゃ
い
ま
し
た
！
大
き
な
お
も
ち
ゃ
で
思

い
っ
き
り
遊
ん
じ
ゃ
お
う
。

　

ま
た
1
月
ら
し
い
和
の
雰
囲
気
の
フ
ォ

ト
ブ
ー
ス
が
完
成
。
今
年
の
干
支「
ト
ラ
」

に
な
り
き
っ
て
写
真
を
撮
ろ
う
！

　

1
月
5
日
ま
で
は

年
末
年
始
の
お
休
み

で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
、

利
用
時
間
な
ど
は

町
HP
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
南
児
童
館
☎
22
―
０
４
１
９

　

広
報
く
っ
ち
ゃ
ん
が
よ
り
分
か
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

読
ん
だ
感
想
を
は
じ
め
、「
こ
ん
な
ペ
ー

ジ
が
あ
っ
た
ら
う
れ
し
い
」「
こ
ん
な
情

報
が
載
っ
て
い
た
ら
助
か
る
」
と
い
っ
た

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
回
答
で
き
る
ほ
か
、
広
報
く
っ
ち
ゃ
ん

表
紙
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
HP
、Facebook

か
ら
も
回

広
報
く
っ
ち
ゃ
ん

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間

○倶知安町ホームページ

https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/

○ Facebook

https://m.facebook.com/kutchan.hokkaido/

○倶知安町 LINE 公式アカウント

LINE ID：＠ kutchan

南
児
童
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
費
用
助
成
は

3
月
31
日
ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た
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食
欲
が
止
ま
ら
な
い

そ
ん
な
お
悩
み
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か

夜
、
熟
睡
で
き
て
い
ま
す
か

「
夜
間
頻
尿
対
策
」
を
始
め
ま
し
ょ
う

　

中
高
年
の
約
半
数
は
、
就
寝
か
ら
起

床
ま
で
の
間
に
、
１
回
以
上
お
し
っ
こ

に
起
き
る「
夜
間
頻
尿
」の
悩
み
を
持
っ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
あ
き
ら

め
が
ち
で
す
が
、
夜
間
頻
尿
に
つ
い
て

知
り
、
対
策
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

【
な
ぜ
夜
間
頻
尿
が
問
題
？
】

○
睡
眠
不
足
で
日
中
の
活
動
が
低
下

○
寝
ぼ
け
て
い
る
と
、
転
倒
な
ど
の
危

険
が
高
ま
る

○
深
い
睡
眠
が
と
れ
な
い
こ
と
で
成
長

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
さ
れ
ず
、
骨
や

筋
肉
の
再
形
成
が
さ
れ
に
く
い

そ
の
他
に
も
、睡
眠
へ
の
影
響
か
ら
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
肥
満
な
ど
の
生
活

習
慣
病
な
ど
が
悪
化
す
る
傾
向
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
夜
間
尿
の
原
因
は
？
】

　

夜
間
の
尿
量
が
多
く
、
何
回
も
ト
イ

レ
に
行
く
場
合
は
、
生
活
習
慣
病
や
心

臓
病
・
腎
臓
病
、
加
齢
な
ど
の
要
因
に

よ
り
、
一
日
の
尿
量
が
夜
間
に
移
行
す

る
こ
と
が
原
因
。
多
く
が
こ
の
タ
イ
プ

に
該
当
。

　

夜
間
の
尿
量
は
少
な
い
が
、
膀ぼ
う
こ
う胱

で

た
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
前
立
腺
肥
大

や
過
活
動
膀ぼ
う
こ
う胱

、
加
齢
な
ど
が
原
因
。

いきいき健康ライフ

倶知安ですくすく育つ子どもたちです。「こんな子に
育ってほしい！」ご家族の願いも併せて紹介します。
問総合政策課広報広聴係☎ 56 － 8001

いきいき健康ライフいきいき健康ライフ

子育て支援センターだより
２月の広場のお知らせ
　あいあい広場（0 歳）　　　2 月 13 日㈭
　きらきら広場（1 歳）　　　2 月 10 日㈭
　のびのび広場（2・3 歳）　  2 月 17 日㈭
　どの広場も 10 時からひな祭りの制作と誕生月のお子さんのお誕生会を行います

■申込／ 1 月 11 日㈫　9 時 30 分～
子育て講座「親子 de ダンス」～お子さんと一緒に体を動かしませんか？～
　■日時・場所／ 2 月 8 日㈫ 10 時～ 11 時　　子育て支援センター　

■対象年齢／ 2 歳 6 カ月～　■講師／渡邊　愛　氏
■持ち物／タオル・飲み物 (2 人分）

※親子ともに動きやすく裸足になれる服装で参加ください
■申込／ 1 月 17 日㈪ 9 時 30 分～

子育て講座「セルフマッサージ」
～エステティシャンにセルフマッサージを教えてもらいませんか？～
　■日時・場所／ 2 月 22 日㈫ 10 時～ 11 時　　子育て支援センター※託児あり

■講師／加藤　美和　氏　■参加費／ 500 円（オイル代）
■持ち物／バスタオル・タオル・飲み物 (2 人分 ) ※腕・膝を出せる服装で参加ください
■申込／ 1 月 17 日㈪ 9 時 30 分～

※子育て支援センターを利用したことのない「はじめまして」の方も参加できます

　子育て支援センター（南 3 東 5 ぬくぬく内）☎ 55 ー 8355 FAX 55 ー 8377
　開所時間　9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時　休 所 日　日曜日、祝日

　

例
え
ば
、
太
り
始
め
た
と
き
何
を
食

べ
た
く
な
っ
た
か
、
思
い
出
し
な
が
ら

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

材
料
欄
の「
○
○
液
糖
」「
異
性
化
液
糖
」

な
ど
が
該
当
）

体
重
増
加
の
原
因
を
意
志
が
弱
い
せ
い

だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

脳
の
食
欲
中
枢
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
を
、
多
く
摂
取
し
た
こ
と
が
、
そ
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
方
に
は
食
欲
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
玄
米
で
抑
え
る

玄
米
に
含
ま
れ
る
ガ
ン
マ
オ
リ
ザ

ノ
ー
ル
が
、
食
欲
の
止
ま
ら
な
い
脳
の

修
正
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

②
腸
で
抑
え
る

野
菜
・
き
の
こ
・
海
草
な
ど
の
食
物

繊
維
を
し
っ
か
り
と
る
と
、
大
腸
の
善

玉
菌
が
短
鎖
脂
肪
酸
と
い
う
食
欲
抑
制

に
つ
な
が
る
物
質
を
作
り
ま
す
。

③
食
材
そ
の
も
の
を
食
べ
る

加
工
品
を
皆
無
に
す
る
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
食
材
そ
の
も

の
を
使
っ
て
料
理
す
る
こ
と
を
増
や
す

と
「
動
物
性
脂
肪
」
や
「
異
性
化
糖
」

を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

☎
22
―
１
１
４
４

【
対
策
①
む
く
み
を
防
ぐ
】

「
塩
分
を
控
え
る
」

　

塩
分
を
と
り
過
ぎ
る
と
む
く
み
が
起

こ
り
、
た
ま
っ
た
水
分
を
排
出
す
る
た

め
に
、
安
静
に
し
て
い
る
夜
間
の
尿
量

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

「
運
動
を
す
る
」

　

散
歩
や
体
操
な
ど
、
日
中
に
体
を
動

か
す
こ
と
で
血
流
が
良
く
な
り
、
む
く

み
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

「
夜
間
の
水
分
を
見
直
す
」

　

特
に
飲
酒
は
尿
量
を
増
や
す
た
め
、

適
量
を
守
っ
て
就
寝
前
は
避
け
ま
し
ょ

う
。カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
飲
み
物（
コ
ー

ヒ
ー
・
緑
茶
な
ど
）
は
、
麦
茶
や
白さ

ゆ湯

に
替
え
、
量
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
対
策
②
医
師
に
相
談
】

　

夜
間
の
排
尿
回
数
や
症
状
、食
事（
飲

食
し
た
も
の
・
時
間
・
量
）、運
動（
内
容
・

時
間
）
の
記
録
を
数
日
分
用
意
し
、
定

期
受
診
時
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
し
っ
こ
の
話
題
は
恥
ず
か
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
事
な
健
康
の
目

安
で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
で
、
今
年

も
一
年
、健
や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
23
―
０
５
０
０

【
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
】

　
「
動
物
性
脂
肪
」「
植
物
油
」「
異
性

化
糖
」
を
と
り
続
け
る
と
、
脳
の
中
心

に
あ
る
食
欲
中
枢
が
お
か
し
く
な
り
、

食
欲
が
止
ま
ら
な
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
裏
側
に
あ
る

「
原
材
料
」
欄
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
動
物
性
脂
肪
や
植
物
油

人
間
が
立
っ
て
歩
き
、
手
で
道
具
を

使
い
、
考
え
る
、
と
進
化
で
き
た
の
は
、

狩
猟
で
と
っ
た
動
物
を
食
べ
て
動
物
性

脂
肪
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
脳
が
大
き

く
発
達
し
た
か
ら
で
す
。
大
昔
は
、
肉

そ
の
も
の
を
食
べ
ま
し
た
が
、現
代
は
、

動
物
性
脂
肪
な
ど
を
使
っ
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
や
ギ
ョ
ー
ザ
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど

の
多
く
の
加
工
品
を
食
べ
ら
れ
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。（
原
材
料
欄
の「
豚
油
」

「
牛
油
」「
パ
ー
ム
油
」
な
ど
が
該
当
）

②
異
性
化
糖

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
お
菓

子
や
甘
い
飲
み
物
に
使
用
さ
れ
る
砂
糖

の
代
用
品
と
し
て
、
で
ん
ぷ
ん
を
液
状

に
し
て
濃
縮
し
た
液
体
の
糖
で
す
。（
原
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 馬
ば そ り

橇―開拓期の林業を支えた道具―
465 回

　『雪』

1972 年　小川原　脩　画

12 月 12 日㈰、馬を使った伝統的な木材搬出方法である馬
ば は ん

搬を体感できるイベント「はたらく馬が百年の

森にやってくる」が行われました。今回は馬搬に関連する道具・馬
ば そ り

橇が、かつて倶知安でどのように活躍し

たのかを紹介します。

　倶知安開拓当初、伐採した木には燃料以外の使い道がありませんでした。しかし、明治 26 年 (1893 年 )

に倶知安初の工場・マッチ軸木工場が建ち、明治 29 年 (1896 年 ) に鉄道敷設が計画されると、建材や鉄道

の枕木としての需要が高まり、林業が盛んになります。伐木や造材を積雪期に行う北海道では、伐採木の

運搬に馬橇が欠かせませんでした。倶知安では明治 26 年には馬橇が販売されはじめ、明治 40 年（1907 年）

ころには馬橇を作る職人も現れました。明治 43 年 (1910 年 ) 当時の倶知安の開拓状況について書かれた報

告書では、「農家は冬閑の期を利用し、木材の伐採及搬出に従事するもの多く、枕木、丸太及角材、木炭等

　小川原脩がつづった一文に、「私が馬にとりつかれたのも、貴族のように

軽快に洗練されたサラブレッドではなく、重たくて太く、縮れたたてがみと

しっぽを持ち、4 本の足首の後ろの球節といわれるところに、豊かな毛を生

やしたペルシュロン種の堂々たる重量感であった」というものがあります。

　この作品には、まさにそのような、武骨な馬と、犬が 2匹登場します。彼らは深く積もった雪に足を取ら

れ、身動きがとれません。この先、この動物たちはどうなってしまうのでしょうか。行く先の見えない不安

が漂うのは、≪学生の反乱≫と呼ばれた 1960 年代後半から続く混迷の社会情勢、また小川原自身の迷いが

投影されているからかもしれません。

　しかし、画面に目を向けるとそこは、薄
う す び

陽が差し、地吹雪が舞い上がる雪原。淡い青の重なりが生み出す、

厳しくも美しい倶知安の冬の清
せいれつ

冽な印象と、色彩の際立った美しさに圧倒される作品でもあるのです。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

の産出尠
すくな

からず。」とあり、冬場の羊蹄山麓地域の農家にとって、農

耕馬と馬橇を利用した木の伐採や運搬が、農閑期の重要な副業になっ

ていたことが伺えます。

　馬橇は、乗用車の登場で昭和 30 年 (1955 年 ) ころから急速に衰退

します。ただし豪雪地帯の倶知安ではしばらく除雪がままならず馬橇

に頼ることが多かったため、他地域より比較的長い期間、冬の交通機

関として使われました。

文：小田桐　亮（倶知安風土館　学芸員） 馬橇の一種・バチ橇での木材運搬

　またまた素敵なギャラリーに出会

いました。札幌は円山、アメリカ領

事館のお隣り、一見普通の民家で 1

階がおしゃれなカフェ、そして 2階

がこぢんまりとしたギャラリー。

　この「M
マ シ ュ ー

aShu 神宮の杜
もり

」を訪ねる

きっかけは、当館でも展覧会を開催

した絵本作家「すずきもも」さんの

原画展でした。

　靴を脱いでギャラリーへ入ると、

そこは普通の和室をリフォームした

六畳二間といった風情。奥の部屋に

は畳まであり、何やら懐かしい気持

ちがわいてきます。

　円山公園の散歩帰りには、ギャラ

リーをのぞいて、おいしいカフェと

スイーツを、そんな気持ちにさせて

くれる心地よい一角です。

隠れ家的ギャラリー(札幌編)

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

※（　）内は 10 名以上の団体料金

1 月の休館日 毎週火曜日、
1日～5日（年始休館）
美術館：17～ 21日 (展示替
えのため)

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

アート・イベントのお知らせ

世界のグレートアーティスト(19)「シャルダン　誠実な観察者」

日時：1月 8日㈯ 14時～ 15時　会場：映像ルーム（無料）

　お話：柴　勤（館長）

絵画で楽しむパリの情景(6)「都会の観察者　マネ」

日時：1月 15日㈯ 14時～ 15時　会場：映像ルーム（無料）

　お話：柴　勤（館長）

京都逍遥(7)「祈りの風景～洛東2～」

日時：1月 29日㈯ 14時～ 15時 20分　会場：映像ルーム（無料）

　お話：柴　勤（館長）

■土曜サロン

「美術館でフランス語～ゼロからの旅立ち⑲・⑳」

日時：⑲ 1月 14 日㈮ ⑳ 1 月 28 日㈮　各 18 時～ 19 時

　会場：映像ルーム（無料）　お話：柴　勤（館長）　定員：5名程度（要予約）

■金曜ナイトサロン

■第 1展示室

常に新たな芸術と社会のさまざまな潮流を感じ取りつつも、

〈個〉としての自らの創作姿勢を貫いた画家・小川原脩の、70

年におよぶ画業をたどる展覧会です。

会　期：1 月 22 日㈯～ 5月 15 日㈰

第 63 回「麓彩会展」

■第 2展示室

谷口一
いっぽう

芳（1919-2013）は梟
ふくろう

を題材に深奥幽玄の世界を追求し

た画家です。麓彩会展にも第 9回展（1967）より参加し、この

倶知安の地で小川原脩との交流を深めました。それぞれに動物

たちへ想いを託した二人の、力強い作品の共演をご覧ください。

会　期：開催中～ 2月 13 日㈰

小川原脩・谷口一芳　二人展「仲間たちへのオマージュ」

■ミュージアム・コンサート
「フルート四重奏の愉しみ」

日時：1月 23日㈰ 14時～ 15時　会場：当館ロビー（無料）

　出演：ヒカイ・クァルテット

按田　佳央理さん(フルート)・林　ひかるさん(ヴァイオリ

ン)・今井　佑佳さん(ヴィオラ)・山田　慶一さん(チェロ)

定員：50名（予約制）　予約受付：1月 6日㈭ 9時から電話申込

■ギャラリー・トーク
「小川原脩と遥かなるイマージュ」

日時：1月 22日㈯ 14時～ 14時 30分　会場：第1展示室（無料）

　お話：沼田　絵美（学芸員）

ヒカイ(HIKAY)はセブ語で「ごちそう」や「料理する」という意

味。音楽のごちそうを提供したい、という想いからグループ名が誕

生しました。札幌を中心に活躍する皆さんの美しいクラシックメロ

ディーを心行くまでお楽しみください。

小川原脩展「遥かなるイマージュ」

会　期：開催中～ 1月 16 日㈰



ありがとうっていったら　みんなが　わらってる
そのかおがうれしくて　なんどもありがとう
まちじゅうにさいてる　ありがとうの花
かぜにふかれ　あしたにとんでいく
ありがとうの花がさくよ
きみのまちにも　ホラいつか
ありがとうの花がさくよ
みんなが　わらってるよ
ぼくらのゆめは　みんなといっしょに　うたうこと
あったかいてをつなぎ　 みんなで　うたうこと
ちいさかった花のゆめ　おっきくふくらんで
みんなといっしょ　ありがとう　うたいだす
ありがとうの花がさくよ
きみのまちにも　ホラいつか
ありがとうの花がさくよ
みんなが　うたってるよ

　『ありがとうの花』（坂田おさむ作詞作曲）、泣けて
きました。
　そんなまちをめざしましょう。
　2022 謹賀新年！

アルバ うつくしいうみをま
もった 100 さいのさかな

角川の集める図鑑
GET!  動物

お札になった！偉人のひみつ
①実業家・政治家編

新版オールカラー
楽しく覚える！都道府県

作・絵：ララ・ホーソーン
　　訳：新沢としひこ

監修：小菅正夫 / 天野雅男 教育画劇編集部 監修：長谷川康男 

ミチクサ先生 上・下 李王家の縁談 新しい星 炊飯器で一発定食

伊集院静 林真理子 彩瀬まる 澁谷梨絵
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絵本館

公民館 3階図書室 10 ～ 17時（毎週月曜休室）

※年始は 1月 5 日（水）まで休室、27日（木）は図書整理日のため休室

新着図書のお知らせ

2022 年『ありがとうの花』

町青少年育成会より
寄贈していただきました。
ありがとうございます。

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）
※年始は 1月 5 日（水）まで休館、25日（火）は図書整理日のため休館

今日は何を食べよう？
☆ と り ハ ム ☆

● 材料 ( 作りやすい分量 )

①鶏むね肉の皮をとり、肉の厚み
を均一にして広げる。砂糖→塩

● 作り方
エネルギー 307 kcal
塩　　  分　   3.3 g

全体量

鶏むね肉 1 枚、砂糖小さじ 2、
塩小さじ 1/2、付け合わせお好み

の順で肉にすり込み、ラップに乗せてくるくると巻き、
隙間があかないように閉じる。フリーザーバックに入
れ、半日くらい冷蔵庫で寝かせる。

②鍋にお湯を沸かし、①を入れ、鍋に直接触れないよう
に 2,3 分加熱し、火を止めて冷めるまで置いておく。

③食べやすい厚さに切り、付け合わせと一緒に盛り付け
完成。

※しっかり味がついているので、アレンジする場合は塩
の量を減らすとなじみやすいと思います

新年度から食生活を意識してみよう
　年末年始はごちそうやお酒と高カロリーな食事が続き
やすく、外出の機会も少なく消費カロリーも低いので、
太りやすいです。今年は体重が増えてしまう前に対策を
考えましょう。
　体重計に毎日乗る、野菜から食べる、夕食後は間食し
ないなど、継続できそうな目標を立てると長続きします。
　短期間に無理なダイエットをするとリバウンドする可
能性が高いので、毎日取り入れられそうな目標設定がお
すすめです。無理のない健康づくりで元気に新しい年を
スタートさせましょう。

栄養士　小屋畑麻未

　今まで以上に「ありが
とう」の声でいっぱいの
まちに。
　そう思っていたら、テ
レビ（NHK『おかあさん
といっしょ』）からこんな
歌声が流れてきました。▲北海道日本ハムファイターズ

倶知安町応援大使オンライン
選手交流会（11 月 30 日）
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